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「資源循環型社会」は「生ごみは燃やさない」から 

  
 収穫したさつま芋の計量を見守る児童ら 「有機野菜づくりは土作りから」に耳を傾ける 

 今年の桜の開花は例年より早かったのですが、予定した桜祭りに満開を

迎え、喜びの声も聞かれます。地球温暖化の現象を目の前に見て、みんな

で何とかしなければとの思いが強くなるばかりです。川越市でも、京都市、

柏市に次いで三番目の「地球温暖化対策条例」を作り、市民や事業者を巻

き込んで具体的な対策に取り組んでいます。環境にやさしいまち川越の市

民として、3R 運動をはじめとして真剣に応えていかねばなりません。こ

の取組の一環として「資源循環型社会」の視点が重要であります。 

 川合新市長のマニフェストの 3番目「くらしづくり」の 4項目に「持続

可能な社会をめざし、自然環境の保護や保全に努めます。全国に誇る川越

の文化資産の保護、保全も進めます。資源循環型社会をめざし、ごみの減

量化、資源化を積極的に取り組みます」と謳っています。今までの環境政

策より一歩踏み出した決意表明だと理解しました。リサイクルの次は「生

ごみ」の資源化であります。 

 水分を多く含む「生ごみ」を燃やすのは不経済なことです。紙類・プラ

スチックなど、焼却を助けたごみが分別で資源化されれば、残るのは「生

ごみ」だけになってしまいかねません。今から「生ごみ」を資源化して「土」

に返し、有機農業の主役になるような「資源循環型社会」をめざすプログ

ラムを作り、市民の理解をもとめる努力が必要であります。生ごみを資源

化している先進都市では、首長の強い決意のもとに、行政と市民が協働で

取り組んでいます。新市長のもとに川越市でも一歩を踏み出そうではあり

ませんか。 

かわごえ環境ネット理事・社会環境部会ごみ減量担当 原嶋昇治 
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クミ化成株式会社 関東工場川越管理センター 団体会員訪問 地域環境活動を聴く（19）

 クミ化成株式会社関東工場川越管理センターを訪問

し、久米憲治所長に話をお聞きしました。名刺交換して

所在地名を見ると川越市むさし野になっている。あまり

聞きなれない地名でしたが、後で調べて見ると元の地名

は南大塚で、2008年3月31日から番地名が変更された

ことがわかりました。関越自動車道川越インターの近く、

高速道路の土手脇の道に接している。近くには、電源開

発南川越変電所があり車での訪問目印になりました。管

理センターの事務所に向かいましたが、工場のイメージ

が沸かない静けさでした。事務所に入り久米所長と応接

デスクに向かい合い、地域環境活動についてお聞きしま

した。クミ化成のクミは、何かの略語ですかが最初の質

問でした。「1918（大正7年）年5月日本橋で個人商店

として工業用ゴム製品を販売し始めた創業者の名前と

聞いています。」「 1948年（昭和23年）に法人組織に改

め、株式会社久美商会を設立、1972 年に商号をクミ化

成株式会社に変更しました。」と会社プロフィールのデ

ーターを見せて頂きました。 

 
廃棄ボックスに置かれた再使用できないストレッチフィルム 

 本社は、東京都千代田区にあり資本金3億7,300万円。

社員は241名、業務は自動車内装の樹脂製品の製作と携

帯電話ケースの製造販売と会社概要には記載されてい

ます。「群馬県渋川市にある関東工場から、本田技研工

業の狭山工場近くにデポとして設置されました。組み立

てラインへの部品納入と梱包・検査が仕事となっていま

す。」と伺いました。製品出荷の梱包ケースが立ち並ぶ

倉庫を見せてもらいました。梱包と言っても包装紙で包

むわけでなく、部品をケースに整然と並べ移動で製品が

傷付かないように隔離板で保護する。ケースに収める前

に外観検査を個別に行う出荷業務が見えてきました。

「自動車内装は、安全、軽量、製品の高い質感が求めら

れています。製造過程での不良品も粉砕してリサイクル

ができる材質にしています。」と工場での環境活動の行

動が聞けました。「環境活動のスタートは、裏紙使用、

廃棄物低減の活動・ごみ、紙、電気が課題として始めま

したが、業務に取り入れ収益に反映させるのが本来の

姿。」「車も停車時は、エンジンを止めCO2の排出抑制

に始まり、社員の工夫で再使用を課題として取り組み、

部品梱包を簡素化しました。整然と並べ、再使用できる

セパレートで仕切る梱包ケースで出荷、ケースの回収再

利用でダンボールの使用量を低減。」「社員の環境意識の

改善として、会社の敷地周りの清掃活動を毎月行ってい

ます。」「世界に製造拠点を展開している当社は、製品規

格・製造規格共にISO・国際標準機構で策定された国際

規格の認証基準をクリアする体制づくりが始まりまし

た。」「社員すべてに環境良化・収益反映への認識と改善

が求められ、法規制・コンプライアンスには、製品づく

りから最終末の廃棄処理まで確認しています。」「様々な

業者との取引がありますがコストが安くなるから・・だ

けでは取引ができない。環境配慮の活動を確認して、信

用を重んじて一年ごとの取引契約にしています。」 

 
製品ロスをなくす 桁違いの目標達成スローガン 

 応接デスクの近くの壁に環境マネジメントの国際規

格ISO14001の認証取得と品質マネジメントの国際規格

ISO9001 の認証取得の証が張られている。「基準維持に

は、社内での委員会活動で月ごとの進捗と記録、対応策

の検討・実施を進めています。」「今の課題は、梱包に使

うストレッチフィルム。汚れが付き再使用できないこと

です。」「それと製品造りでのヒューマンエラーを低減す

ることです。」事務所前の高い通路に「桁違い品質」を

達成しようと書かれた大きな横断幕が張られている。9

0%の低減目標との説明でした。「ヒューマンエラーの低

減は熟練者を多く持つことに尽きますが、人件費低減と

生産量の変動で多くを抱えられない悩みがあります。」

素晴らしき企業の環境活動の真髄が聴けた会社訪問に

なりました。 

（2009年 3月取材訪問 広報委員：金子晃） 
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特集「第 7回かわごえ環境フォーラム」 
 毎年 2月に開催している環境活動報告会「か

わごえ環境フォーラム」も、今年で 7回目とな

りました。今回、会場を初めて川越駅東口近く

にあるクラッセ川越に変更して、かわごえ環境

フォーラムと同時に「クラッセの環境デイ」と

して各階でイベントを開催しました。今号では、

特集として2月21日に開催されたかわごえ環境

フォーラムの詳報をお届けします。 

（小瀬博之） 

 
会場入口の受付 

 
ロビーでのポスター・実物展示会 

 
左から、新しくできたパンフレット、かわごえ環境フォー

ラムのちらし、かわごえ環境活動報告集 

午前の部 市民・民間団体・事業者の環境活動

報告会 

 全部で 11のレポート発表がありました。事業

者の発表は武州ガス(株)のエコクッキング、初

雁興業(株)のアオコ処理システムについてで、

後者には処理装置の値段などの質問がありまし

た。お子さんの発表は 2本で雑木林のルリタテ

ハ観察と、上戸小エコクラブの大勢の児童の報

告で拍手も一段と響きました。大学生の発表が

3本、民間団体が 4本でした。 

 いずれの発表もパワーポイントを用いてわか

りやすく工夫されていて、持ち時間も守られ時

間内に終了しました。      （賀登環） 

 
祖父と孫による雑木林のルリタテハ観察についての発表 

 
ずらっと並んだ上戸小エコクラブの子どもたち 

 
発表者の話を聴く参加者 
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午後の部 かわごえ環境ネットの環境活動報告

及び講演会 

 社会環境部会の渡辺代表による活動報告から

始まった午後の部は、川越市役所職員や川越市

議会議員、観光関係の市民など、幅広い参会者

も加わって開かれました。地球温暖化対策、環

境保全・資源化対策、まち美化対策の 3グル‐

プの活動を紹介しました。埼玉県主催のイベン

トにも参加してかわごえ環境ネットの活動が評

価されていることが報告されました。続く自然

環境部会では、数ある活動のなかから、賀登会

員の（仮称）川越市森林公園の観察会の報告、

大辻代表による池辺公園の「キツネノカミソリ」

保存運動の 2つをピックアップして紹介し、か

わごえ環境ネットの会員の多彩な活動に、参会

者から暖かい拍手が贈られました。 

 続いて、＜鎌倉を美しくする会＞代表の髙田

晶子さんによる「市民活動と行政との協働‐鎌

倉の事例をもとに」と題した講演がありました。

鎌倉を訪れる人が必ず通る「若宮大路」のポイ

捨てごみ拾いから始まった市民の会も 20数年、

行政への数々の提言を通して「協働」の成果を

あげてきました。会の運営を支え、3 年前から

代表となられた髙田さんの豊富な活動体験から

「バス停ベンチ設置活動」「落書きのないまちづ

くり」「不用品登録制度」の 3つの事例について

語られました。わかりやすいように編集された

パワーポイントを活用、聴衆を引きつけた 2時

間の講演でした。 

 最初に、歴史と伝統をうたって観光でまちの

活性化を図ろうとする川越と鎌倉の共通点から

講演が始まり、1 か月前に川越市内を回った経

験も交えて、まちづくりへの市民の熱い思いの

大切さを強調されました。最初のベンチ設置運

動も、企業の宣伝のためのベンチではなく、「お

もてなし」の心で、企業と行政と市民の協働に

よる取り組みで面目を一新した姿は、川越にと

っても参考になる事例でした。特に資金集めの

アイデアには学ぶべきものがありました。 

 ついで「落書きゼロのまちづくり」について、

活動母体の「キ‐プ鎌倉クリ‐ン推進会議」が

1999 年に発足して以来の足跡を紹介されまし

た。2001年 3月の「クリ‐ンかまくら条例」、2

004年 12月の「鎌倉市落書き防止条例」の制定

は、毎月の市民のまち美化活動の提言から生ま

れたことを強調されました。また、まちを汚す

落書きと散乱ごみの共通点と相違点を写真のよ

うに例示し、「落書きは犯罪・許さないまちづく

りを行動で示す」強い市民の行動が必要と力説

されました。特に公共施設への落書きを放置し

ないことと市民の監視が必要であることを強調

されました。 

 最後に「不用品を活かす登録制度」について、

1993 年に市の呼びかけに応えて組織づくりの

準備を始めてから、2003 年に NPO 法人鎌倉リ

サイクル推進会議を立ち上げました。現在は、

市との協働事業として＜リユースネットかまく

ら＞がスタートし、リサイクルの環ができ、市

民の間に定着してきた経過が紹介されました。 

 最後に、1 月に川越市内を回られて気づかれ

た違反広告や落書き、くたびれたベンチの様子

を撮影した写真を示され、気がつかなかった私

らも驚くばかりでした。「まち美化」はまちづく

りの第一歩を強調された髙田さんの講演に多く

の示唆をいただき、聴衆に感銘を与えて講演は

終わりました。        （武田侃蔵） 

 
講師の髙田晶子さん 

 
参加者との質疑応答 
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私たちが気づきにくい川越の違反広告や落書きを指摘 

 
落書きと散乱ごみの特性と対策 

 

実行委員長の総括 

 集合施設「クラッセ川越」での初めてのかわ

ごえ環境フォーラム開催でした。新しい場所で

は新しい課題がありました。今回、「クラッセの

環境デイ」として開催した、その小さな一歩の

紹介をします。 

 3 階は入口横に児童用の環境に関する本の展

示、4 階の児童館では、午前中に手作りおもち

ゃ等の展示をし、報告集にも投稿してくださっ

た「小江戸おもちゃ 119」、午後は環境に配した

道具で遊びを考えてくれた大学生グループの

「あそびの王様」、5階は国際交流センターでご

み分別のパンフレット配布など今まで繋がりの

なかった方達と環境ネットの活動が「環境」と

いうキーワードでリンクできたのかなと思いま

す。協力ありがとうございました。 

 発表も 2 つの児童参加がありました。3 回目

となる「上戸小エコクラブ」は人数と内容がバ

ージョンアップして頼もしい限りでしたし、も

う一組の発表は孫と祖父の連携が見られて、と

ても興味深かったと思います。「自分の子育ては

孫の育て方でわかる」と言います。環境行動を

次の世代にどのように伝えるのか、他の組織と

の関わりが必要になります（それこそ本会の役

割なのでしょうが）。来年は今年以上に「若い世

代」と「今まで参加したことのない団体」から

の発表が増えるのを期待したいと思います。 

（横山三枝子） 

 
3階の川越駅東口図書館入口に置かれた 

環境に関する児童本の展示 

 

 
4階の川越駅東口児童館における「小江戸おもちゃ 119」 

おもちゃの修理とともに手作りおもちゃを展示 
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流域活動への参加報告 
2008年度第 4回みずかけ“サ”論「荒川流域再生シンポジウム」への参加報告
 NPO 法人荒川流域ネットワークが主催する

「荒川流域再生シンポジウム」が、2月 22日（日）

に嵐山町にある国立女性教育会館にて開催され

ました。テーマ「荒川の恵みを分かち合う」で、 

全体の参加者は 200名くらい、川越からは 5名

位が参加しました。 

 午前中は 3分科会に分かれ実践報告会が催さ

れました。 

1.  魚の行き交う川を作る：報告は 3件（玉淀

ダム問題、菅間堰上流での標識アユ、入間

川をフィールドに など） 

2.  泳ぎたくなる川に戻す：報告は 5件（合併

浄化槽の問題、水質検査、太郎衛門地区で

のごみ問題 など） 

3.  里山を生かす流域を作る：報告は 5件（板

橋区の子どもたちとの保全活動、川越版里

山保全、狭山市での平地林保全、里山文化

の継承、鶴ヶ島市民の森など） 

 私は、3.のセッションで報告しました。 

 午後は東京都島しょ農林水産総合センター振

興企画室の小泉正行氏による「都市の川と東京

湾を行き来するアユの生態と課題」の講演会と

ディスカッションが行われました。 

 要旨は次の通りです。「東京湾の水質の改善に

伴い、多摩川にアユが遡上するようになった。

荒川水系にも遡上を始め、秋ヶ瀬では魚道が設

置されてから 100万におよぶアユが遡上してい

る。川越にある入間川の菅間堰では魚道がない

ためアユがここで止まっている。今年はこの堰

の問題に各団体が協力して取り組み、入間川に

アユを遡上させようというのがメインテーマで

ある。」             （賀登環）

新河岸川広域景観プロジェクト「オープニングフォーラム」への参加報告

 
川越市内にも残念な景観か 

 
活動諸団体の数々の展示 

 

 
新河岸川の夢を語るフォーラム 
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 上田清司埼玉県知事の「みどりと川の再生」

構想に基づく、埼玉県土づくり企画室主催の「新

河岸川広域景観プロジェクト」が平成 20 年 7

月にスタートしました。下流から和光・朝霞エ

リア、志木・富士見エリア、ふじみ野・川越エ

リアの 3カ所で「オススメの景観」「残念な景観」

を選ぶワークショップを重ねてきました。その

成果をまとめる「オープニングフォーラム」が、

3 月 7 日に富士見市のキラリ☆ふじみで開かれ

ました。 

 展示コーナーでは、川越市や他市の市民団体

とともに、かわごえ環境ネットも市内の新河岸

川の現状を写真で紹介しました。ふじみ野市と

の境の川崎橋から星野高校のそばの黄金橋まで、

28の橋から撮った写真を 3つに分けて展示しま

した。川崎橋から田島橋までの緑の多い新河岸

川、仙波大橋から新城下橋までの水草とごみが

浮いているとともに、川べりの道が初雁球場の

所で通行止めになっている「残念な景観」の新

河岸川、氷川橋から上流の優しい新河岸川の 3

つの姿にまとめました。後日、川越県土整備事

務所へこのデータを提供しました。 

 午後のフォーラムは、県からのプロジェクト

の説明のあと、和光市環境づくり市民会議の赤

松祐造さん、富士見市の NPO ゆめつるせの小

杉武さんから「おすすめの景観・残念な景観」

の発表があり、新河岸川のさまざまな姿が紹介

されました。 

 ついで、川越市在住で城西国際大学観光部教

授の溝尾良隆さんによる「美しい景観と地域の

活性化」と題する講演がありました。川と共生

している外国の例を豊富な写真で紹介するとと

もに、日本では家が川に背を向けて排水を流す

だけになっているのが大半だとの指摘に、川越

市内の姿が浮かびました。 

 最後に、新河岸商栄会の内田富雄さんら 3人

に溝尾さんも交えて「新河岸川の景観づくり」

でアイデアを出し合うディスカッションがかわ

され、新河岸川を蘇らせる有意義なフォーラム

は午後 4時 30分に終わりました。 

 なお、この企画を推進してきた県土づくり企

画室がなくなり、都市整備部田園都市づくり課

景観担当に移管されますが、このプロジェクト

は継続され、新年度早々にスケジュ‐ルがまと

まります。 

 新河岸川広域景観プロジェクト及びオープニ

ングフォーラムについては、埼玉県ホームペー

ジ（http://www.pref.saitama.lg.jp/A08/B100/keikan

HP/shingashitop.html）をご覧ください。 

（武田侃蔵）

環境リスクを考える川越フォーラム 

 
KJ法によるまとめ作業

 
まとめた結果から環境リスクを考える

 
最終回でまとめられた状況把握・現状

評価・取組のフローチャート

 川越市と早稲田大学村山研究室の主催による 

「環境リスクを考える川越フォーラム」に、学

識経験者として、私と本会の村上正明副理事長

が参加しました。この行事について、主催者側

である川越市環境保全課からの報告と、参加者

側である村上さんから投稿いただきました。内

容的に重複する部分がありますが、投稿いただ

いた内容を次ページにほぼそのまま掲載します

のでご了承ください。 

（小瀬博之） 
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「環境リスクを考える川越フォーラム」実施報告 川越市環境保全課

 2008年11月から2009年2月にかけて、全4回にわ

たる「環境リスクを考える川越フォーラム」を早稲田

大学村山研究室と共同で開催しました。およそ月1回

のペースで開かれたこのフォーラムでは、市民・事業

者・学識経験者・行政が市内に排出されている化学物

質のリスクについて議論し、今後の取り組みについて

話し合いを行いました。 

 会合はまず、参加されたみなさんのリスクのイメー

ジを各自シールに記入し、似たもの同士を模造紙に張

り付けて整理していくこと（KJ法）からスタートしま

した。作業は和やかな雰囲気で進められ、参加された

方が普段からどのようなことをリスクとして考えてい

て、それらのリスクがどのように関係性を持っている

のかをまとめることができました。 

 第2回以降は、村山研究室より「市内における化学

物質の排出状況」などについて発表がありました。事

業所だけではなく、家庭や自動車、農地などからも多

くの化学物質が排出されていることが示されると、「環

境リスク低減のためには企業だけではなく市民の努力

も大切」「市民の意識が企業を変える」などといった活

発な意見交換が行われました。 

 環境リスク低減を話し合う従来のリスクコミュニケ

ーションや地域対話といったものは、「企業などの主催

者がまず情報を提供してそれについて住民が質問して

いく」「1回限りで終わってしまう」というものでした。

今回のように市全体のリスクを対象にし、参加者同士

が議論を重ね、回を増すごとに理解を深めていく会合

はまさに先進的なものであったと思います。 

「環境リスクを考える川越フォーラム」参加報告 村上正明

 このフォーラムは早稲田大学の村山武彦教授が提唱

された「リスクコミュニケーション」の実験的、新し

い手法で、市民同士が化学物質について理解を持てる

ことで興味深いものでした。参加したのは市民、事業

者、行政、そして学識経験者。市民は公募によって 7

名（男性3名、女性4名）が集りました。事業者は埼

玉県のモデル事業でリスクコミュニケーションを開催

した事業所から 2名、行政は川越市環境保全課から 1

名、学識経験者として東洋大学准教授の小瀬理事長、

そして私の総勢12名でした。村山教授は座長としてこ

の実験的フォーラムの舵取りをなさいました。市民は

公募されましたが、事業者は市内でも有数の化学物質

を取扱っている事業所で、川越市から何度も足を運ん

で参加に理解を求めたとお聞きしました。 

 フォーラムは11月から2月まで4回開催されました。

進め方はKJ法（川喜田二郎氏発案の問題解決の手法）

によって各人思い思いの環境リスクを一枚のラベルに

簡潔に書き、ラベルを拡げ、似たもの同士を集め、因

果（影響）関係、お互いに関係する等を矢印で示し、

全員でラベル貼りをしました。一人で40枚書いた方も

いました。事業者の2名も家に帰れば市民であり、い

ろいろな角度から「環境リスク」が集まりました。市

民の環境リスクとはごみ、たばこ、地球温暖化、食品、

排水など、化学物質のことを書いていたのは恐らく公

募された市民以外の方と思われました。それくらい市

民にとって化学物質の関心は深いけれど遠い存在かも

しれません。話し合えば環境リスクは化学物質につな

がり、身近にいろいろな形で存在することがわかり、

利便性と有害性などの議論にもなりました。トタン屋

根の塗装工事、速乾性の塗料を使っていた、幼稚園の

教室幾日も臭いが取れなかった、等など。化学物質は

たばこくらいしかわからないと言っていた主婦の方の

お話でした。 

 このフォーラムの目的は結論を出すことではなかっ

たのですが、環境リスク、発生源、対策に至る連関図

を作成することができました。化学物質の講義を受け

ているわけではないのですが理解されたように思われ

ました。 

 ただ化学物質排出量を市レベルの地図上にプロット

すると、排出事業所が特定され、今回のように和気あ

いあいとした会議になったかどうか、懸念されました。 

 「リスクコミュニケーション」の新しいアプローチ

として評価できるものと思われました。 
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かわごえ環境ネットの活動報告 
「（仮称）川越市森林公園」計画地 自然観察会報告 自然環境部会 

 
満開のウグイスカグラを見る。 
この雑木林には結構残っている 

 
この雑木林には数本しかないサカキの観察。 

ヒサカキの方は無数にあります。 

日時：2009年 3月 15日（日）9:30~13:00 

場所：川越南文化会館（ジョイフル）、「（仮称）

川越市森林公園」計画地 

参加者：一般・本会会員 計 16名 

講師：(財)埼玉県生態系保護協会 稗島英憲 

 前日 14 日は春の嵐が吹きぬけるような荒天

でしたが、当日 15日はやっと春が来たような穏

やかな日和になりました。一般募集で参加され

た方の中にはここに来るのは初めてで、川越に

このような自然豊かな場所があるのに驚いたと

いう感想がありました。また若い男性が最近、

環境のことに関心が生じ広報を見て参加した。

また次回も来てみたいと話していました。少し

ずつでも川越の自然に目を向けて下さる方が増

えるのはうれしいことです。 

 この時期の観察会は、樹木がまだ冬枯れ状態

なので、ちょっと苦労します。こんな時は本来

の枝ぶりを見たり、やがて新芽になる冬芽を観

察したり四季のサイクルを知ることができます。

このようにしてこの雑木林にある 50 種の樹木

のうち 30種くらいチェックできました。今の時

期に丁度満開なのが「ウグイスカグラ」で、思

わず「かわいいー」という声があがりました。 

 また、随分数も種類も減りましたが、野鳥で

はシジュウカラ、エナガ、ツグミ、カワラヒワ、

アオゲラなどの声や姿を観察できました。 

（賀登環）

川越市からのおしらせ・活動報告

4月 29日に平成 21年度春季苗木配布事業を実施します 環境政策課 

 
昨年の配布の様子 

 4月29日（水，昭和の日）午前10時45分から、農

業ふれあいセンターで開催される｢れんげまつり 200

9｣において、春季苗木無料配布事業を実施いたします。 

 この事業は、市民の緑化意識の向上と緑化の推進を

図ることを目的としています。 

 当日は、市の花ヤマブキ・市の木カシなど800本の

苗木と、国土交通省提供の｢荒川緑肥｣を無料で配布す

る予定でおります。先着800名に配布し、苗木が無く

なり次第終了となります（雨天決行）。 
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「川越市地球温暖化対策地域推進計画」を策定しました 環境政策課 

 
 

 このたび、川越市では、地球温暖化の防止に

向けて総合的かつ計画的に対策を推進していく

ために、「川越市地球温暖化対策地域推進計画」

を策定しました。 

 計画では、本市が目指す将来像として「みん

なでつくる、豊かさを実感できる 二酸化炭素排

出の少ないまち」を掲げ、その実現に向けた温

室効果ガス排出量の削減目標と市の施策、市

民・事業者のみなさんの具体的な取組などを定

めています。 

 市では今後、計画に掲げた施策に市民・事業

者のみなさんとともに取り組み、地球温暖化対

策を着実に推進してまいります。みなさんの一

層のご理解とご協力をお願いいたします。 

 なお、計画書（全文及び概要版）は、川越市

ホームページ（川越市ホームページから「地球

温暖化」等で検索）からダウンロードできるほ

か、環境政策課窓口にて入手できます。また、

図書館、公民館、出張所にて閲覧が可能です。 

かわごえ環境推進員協議会主催の研修会開催される 資源循環推進課 

 2 月 21 日（土）午前 10 時からやまぶき会館

で、かわごえ環境推進員を対象に研修会が開催

されました。当日は、来賓に川合市長を招いて、

かわごえ環境推進員 401名が参加し、盛大に行

われました。 

 研修内容は、市民の関心事である「新清掃セ

ンター建設の進捗状況」について、新清掃セン

ター建設事務所の神田豊主幹と阿部秀樹主任か

らパワーポイントを用いての説明がありました。 

 新清掃センターは、2010（平成 22）年 4月の

稼働を目指して、市の北西に位置する鯨井地区

に処理規模日量 265トンの熱回収施設（流動床

式ガス化溶融炉）のほか、ビン・カン・その他

プラスチック製容器包装を資源化するためのリ

サイクル棟、草木類資源化施設、ごみ減量や資

源化を推進するための啓発施設、車庫棟等の工

事内容や建物の耐震性、工事の進捗状況につい

て詳細な説明がありました。 

最後に質疑応答が行われ、環境推進員から活発

な質問が出されて研修会は終了しました。 
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理事会・専門委員会からの報告

理事会 
 第 100回理事会は 2月 25日に開催されました。

審議事項の主旨は次の通りです。 

1.次年度総会の開催日程を審議し、5 月 23 日

（土）10:00 より、川越市立博物館において開

催することが決定しました。また、終了後に懇

親会を開催することにしました。 

2.次年度の事業計画について審議しました。か

わごえ環境フォーラムの開催ついて討議、会場

は、地域持ち回りにしてはとの意見も出ました

が、施設の使い勝手、立地条件等を考慮すると

今年度と同じ、クラッセ川越にて開催すること

に決定しました。 

3. 10周年事業について審議しました。川越の自

然小冊子作成の議案が出ましたが、具体案を企

画委員会と自然環境部会でさらなる検討を行い、

次回の理事会に報告することになりました。10

年史の冊子作成と記念樹の植樹案も提案されま

した。 

4.会費が未納である会員の確認を行い、事務局

にて督促を行うことにしました。 

5.審議継続になっていた「かわごえ環境ネット」

のパンフレット内容が決まり、印刷発注を行う

との事務局報告がありました。 

（理事：金子晃） 

 
社会環境部会 
 社会環境部会の 3月例会が、3月 11日に市役

所 7G会議室で開かれ、14名の会員が参加しま

した。理事会や第 7回かわごえ環境フォーラム

などの報告があり、次年度総会の日程・場所・

懇親会開催の報告、ついで新年度事業計画につ

いて先月に続いて討議しました。 

1）来年 8月に予定している「10周年記念事業」

について、「ネット 10年のあゆみ」等の企画案

が紹介され意見を交換し、まとめは拡大企画委

員会での検討に委ねることにしました。 

 社会環境部会としての活動は、昨年度と同じ

3 グル‐プで進めることにし、地球温暖化グル

‐プは「エコライフ DAY チェックシ‐ト」の

参加を幅広く呼びかけるとともに、埼玉県作成

の「環境家計簿」の普及を進めることにしまし

た。また、「緑のカ‐テン」や「レモン・ブル‐

ベリ‐の挿し木」の普及を進めることにしまし

た。 

 環境保全・資源化グル‐プでは、3R の推進、

生ごみ資源化の検討会議の開催などで進展を図

ることにしました。まず、6月 10日に、狭山市

の生ごみ資源化推進役の大友さんを講師に招い

て研究会を開きます。 

 まち美化グル‐プでは、今年のごみゼロ運動

に新機軸を打ち出すこと、まちの落書き消し運

動も始めることなどの提案がありました。次回

にまとめて成文化することにしました。 

2）続いて各グル‐プからの報告があり、3月 1

9 日の「次世代型環境学習施設・吉田村」の見

学申込状況、3月 20日の東洋大学主催の「低炭

素都市・地域づくりシンポジウム」の説明、3

月 29日に川越駅・本川越駅周辺の「違反駐輪警

告」の看板等の落書き消しについて、各方面へ

の連絡状況等が報告されました。 

（社会環境部会代表 渡辺利衛） 

 

 

自然環境部会 
 2月 21日（土）には第 7回かわごえ環境フォ

ーラムがクラッセ川越で開催され、自然環境部

会は今年度の活動状況を報告しました。 

 3月 4日（水）には、川越市役所 5階にて（仮

称）川越市森林公園計画地の保全活動に関する

公園整備課との話し合いを行いました。 
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 3 月 8 日（日）には、仙波河岸史跡公園と小

仙波の龍池弁財天の自然環境パトロールを行い

ました。 

 3月 13日（金）には、川越市役所 7G会議室

にて、3月度・自然環境部会が 10名の参加で開

催されました。 

 最初に、（仮称）川越市森林公園に関する公園

整備課との話し合い結果の報告と、池辺公園の

隣接地に繁殖するキツネノカミソリを公園内に

移植することについて、地主さんの了承が得ら

れたとの報告があり、3月 26日（木）に移植活

動を行う事が決まりました。 

 次に、前月に引き続いて新年度の自然環境部

会の活動方針について討議しました。今回は大

テーマの「水と緑の保全と再生」から、具体的

な活動テーマまでの展開表を基にして活発な討

議を行いましたが、次回に最終まとめを行うこ

とになりました。 

また、10周年記念事業案も前月に引き続いて

討議しました。タイトルを「かわごえの自然」

として提示された目次案を基に討議を行いまし

たが、結論には至りませんでした。他の記念事

業案も出てきているので、この結果は理事会に

報告することになりました。 

 理事会からは、3 月度の理事会と 4 月に開催

される総会の日程について報告がありました。 

 最後に、3 月 7 日（土）に富士見市で開催さ

れた新河岸川広域景観プロジェクト・オープニ

ングフォーラムへの参加報告がありました。 

（自然環境部会代表：大辻晃夫） 

これから開催されるイベントのおしらせ等

かわごえ環境ネット主催・出展行事（記号の凡例はイベントカレンダーをご参照ください） 
●社会環境部会（2009年 4月度） 

日時：4月 8日（水）15:00-17:00 

場所：川越市役所本庁舎 7G会議室 

（川越市元町 1-3-1） 

 毎月第 2水曜日に開催で次々回は 5月 13日 

●自然環境部会（2009年 4月度） 

日時：4月 10日（金）15:00-17:00 

場所：川越市役所本庁舎 7G会議室 

 毎月第 2金曜日に開催で次々回は 5月 8日 

◆広報委員会（2009年 4月度） 

日時：4月 13日（月）13:30-14:30 

場所：川越市役所 5階フリースペース 

◆理事会（2009年度第 1回） 

日時：4月 13日（金）15:00-18:00 

場所：川越市役所本庁舎 7G会議室 

★（仮称）川越市森林公園計画地 樹木調査 

日時：4月 14日（火）9:30-12:30 

集合場所：川越南文化会館（ジョイフル） 

（川越市今福 1295-2） 

持ち物：筆記具 

問い合わせ：賀登（049-234-9366） 

 植物調査と折々の自然観察・保全活動を

しています。毎月第 2火曜日定例、事前連

絡はいりません。 

◆理事会（2009年度第 2回） 

日時：4月 27日（金）13:00-16:00 

場所：福田ビル 3階会議室 

（川越市郭町 1-2-1） 

●2009（平成 21）年度総会 

日時：5月 23日（土）10:00-11:30 

（終了予定） 

場所：川越市立博物館視聴覚ホール 

（川越市郭町 2-30-1） 

●懇親会 

日時：5月 23日（土）総会終了後 

場所：初かり亭（川越市宮元町 61-4） 

参加費：2,000円（予定，当日集金） 

 総会・懇親会について、詳しくは、4 月 2 日

付で会員に送付した資料をご覧ください。出欠

の返信は 4月 30日（木）までにお願いします。 
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会員・関係団体の主催行事 
●福原ファームクラブ 

問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319） 

☞おいしく・楽しく農業体験 

◆4月 11日（土）9:30-12:30 

トウモロコシの植え付け 

◆5月 9日（土）9:30-12:30 

野菜の植え付けなど 

集合：明見院（川越市今福 677） 

参加費：100円 

●特定非営利活動法人 

 武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

問い合わせ：谷津弘子（Tel.049-224-9118） 

☞森林公園自然観察会 

 15:00 過ぎ終了解散。参加費 200 円、入

園料は必要。お弁当持参のこと。 

◆4月 13日（月） 

国営武蔵丘陵森林公園西口に 10:30集合 

4 月は、新緑の雑木林でスミレの花や、活

動を始めた昆虫、木々で囀る野鳥も探しま

しょう。集合はいつもと違いますので間違

えませんように。バスは森林公園駅から立

正大学行き、森林公園西口下車です。 

◆5月 8日（金）当会主催 

5 月は、アカマツ林で鳴くハルゼミの声を

聞きながら、ジュウニヒトエやキンランの

花季を楽しみましょう。 

 今年からは、月に 1回、草刈りの勉強も

兼ねて動植物の調査も行います。興味のあ

る方はご参加ください。5月は 22日（金）

を予定しています（雨天の時は変更）。 

●クリーン&ハートフル川越 

問い合わせ：武田侃蔵（Tel.090-2521-5770） 

☞「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・放置

自転車」のゼッケンをつけて、まち美化啓発運動 

1. 第 1火曜日・第 3木曜日 

◆4月 7日（火）・16日（木） 

◆5月 21日（木）［5月 5日は休みます］ 

13:30-15:00 に川越駅東口アトレ横歩道橋

下から川越市役所まで 

2. 第 2日曜日 

◆4月 12日（日）・5月 10日（日） 

9:30-11:00 に本川越駅交番横から中央公民

館まで 

3. 第 4土曜日 

◆4月 25日（土）（5月 23日は中止） 

13:30-15:00 に川越駅東口アトレ横歩道橋

下から本川越駅まで 

4. 全市一斉ごみゼロデー 

◆5月 31日（日） 

各人が地元で参加のあと、12時集合、3時

間活動の有志参加の企画、次号で提案。 

●(財)埼玉県生態系保護協会 川越・坂戸・鶴ヶ島支部 

問い合わせ：稗島英憲（Tel.049-246-5132） 

☞伊佐沼バードウォッチング 

時間：10:00集合-12:00（小雨決行） 

集合：伊佐沼の西側にある東後楽会館入口

近くの蓮見橋 

持ち物：筆記用具、あれば双眼鏡 

参加費：300円、高校生以下 100円 

（保険料・資料代として） 

◆4月 12日（日） 

桜吹雪が沼に散ります。空にはコチドリが、

水面ではカイツブリが恋の歌を歌います。 

気も心もうきうき、鳥たちも恋の季節です。 

◆5月 10日（日） 

恒例のバードウイークが 10 日から始まり

ます。鳥の子育ての大切な時期です。優し

く見守りながら観察しましょう。伊佐沼で

はバン、カルガモ、オオヨシキリ、カイツ

ブリなどが見られるはずです。笠原は体調

を崩して少しお休みします。これからの問

い合わせは稗島英憲まで。 

●川越市 

問い合わせ：環境政策課（Tel.049-224-5866） 

☞平成 21年度春季苗木配布事業 

◆4月 29日（祝）10:45から（雨天決行） 

場所：川越市農業ふれあいセンター 

（川越市伊佐沼 887） 
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内容：ヤマブキ・カシなど 800本の苗木と、

国土交通省提供の｢荒川緑肥｣を無料で配

布。先着 800名に配布し、苗木が無くなり

次第終了。 

●特定非営利活動法人荒川流域ネットワーク 

問い合わせ：プロジェクト事務局 鈴木勝行（T

el.090-7804-5722, 049-285-6625） 

☞菅間堰 アユ遡上大作戦 

「標識アユ放流作業」 

◆4月 26日（日）9:00-14:00（作業の進み

具合により変更の可能性あり） 

場所：菅間堰上流、入間川・越辺川合流点 

持ち物：長靴・胴長・あれば作業用の腰掛

け・カッパ（雨天決行） 

内容：アブラ鰭を切断した標識アユ約 5千

尾を放流し、菅間堰上流域で今シーズン中

の遡上生息状況の観察をする実証実験。 

目的：魚の遡上できる川づくり・菅間堰周

辺の改善 

参加方法：プロジェクト事務局まで申込。 

詳しくは、荒川流域ネットワークホームペ

ージ（http://www.arariver.org/）

 

広報委員会からのおしらせ・編集後記 
●川越市などの 4月人事異動 

■川越市 新清掃センタ‐建設担当理事 粕谷

泰雄（安田前理事は退職）、資源循環推進課長 

奥富政幸（鈴木前課長は教育委員会教育総務部

副部長）、環境政策課副課長 鈴木秀之（岡村前

副課長は情報統計課長）、産業廃棄物課副課長 

荻田芳信、以前かわごえ環境ネット事務局を担

当した山崎茂さんが政策企画課に、渡辺靖雄さ

んが行政改革推進課に異動。その他関連する部

署で、建設部長 染谷実、建設管理課長 黒崎

浩一、道路建設課長 川端茂、公園整備課副課

長 石黒博、産業観光部長 戸来賢次、中心市

街地活性化推進室長 澤田一成、農政課長 宇

津木二郎、観光課長 根岸督好 

■埼玉県西部環境管理事務所 所長 高橋和彦、

廃棄物・残土対策担当部長 伊東賢行 

■埼玉県川越県土整備事務所 所長 高沢清史、

副所長兼総務管理部長 安達賢次、道路施設公

園部長 枝久保久雄 

●会員からの活動報告・告知等を随時募集 

 会員の活動報告をぜひお知らせください。写

真も掲載可能です。また、本会会員や関連団体

等が主催する公開イベント等の情報の掲載等も

受け付けています。2009 年 5 月号（No.031，4

月下旬発行予定）の掲載原稿は、4月 17日（金）

事務局必着です。電子データでいただけると助

かります。詳しくは、かわごえ環境ネット事務

局までお問い合わせください。 

●かわごえ環境ネットホームページのご案内 

 かわごえ環境ネットホームページでは、「月刊

かわごえ環境ネット」をカラーで見ることがで

きます。印刷が見にくい、写真をカラーで見た

い、会員等に知らせたいという方は、ぜひご覧

ください。また、ちらし・ポスター・ロゴマー

クなど、あらゆる情報が手に入ります。 

 さらに、Googleカレンダーを使ったイベント

カレンダーは、本会または会員関連のイベント

が日付を追って一覧できます。 

http://kawagoekankyo.net/news/ 

 i モード・EZWeb・Yahoo!ケータイなど携帯

端末用ページも用意しています。 

http://kawagoekankyo.net/i/ 

 
●4 月の入会はおすすめです 

 新年度を迎え、新たに川越市に住まれた方、

通勤・通学されるようになった方、会社を退職

されて地域デビューをされた方など、たくさん

いらっしゃると思います。川越ってどんなまち

なのだろう、まちの歴史や自然などを詳しく知
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りたい、エコな生活を詳しく知りたい、川越の

環境をよくするために何かしてみたいけれど何

をしてよいかわからない、環境のことについて

情報交換がしたいなど、かわごえの環境のこと

を知りたければ「かわごえ環境ネット」へぜひ

ご入会ください。 

 今なら年会費 1,000 円（個人会員）だけで、

毎月の広報誌が 3月までほぼ 1年間届きますの

でたいへんお得です。 

 150 以上の個人及び団体のネットワークによ

って、川越市の望ましい環境像の実現をめざす

「かわごえ環境ネット」について、入会を希望

する方は、また詳しいことを知りたい方は、か

わごえ環境ネット事務局（川越市役所本庁舎 5

階環境政策課，Tel.049-224-5866, E-mail: kanky

oseisaku@city.kawagoe.saitama.jp）に直接問い合

わせいただくか、またはかわごえ環境ネットホ

ームページ（http://kawagoekankyo.net）をご覧く

ださい。ホームページには入会申込書とパンフ

レットもあります。 

●編集後記 

◆NHKの朝ドラ（朝の連続テレビ小説）をしば

らく見ていなかった私ですが、自分の住んでい

るまちがドラマになるのはとても興味があり、3

月 30日からの「つばさ」は欠かさず見ています。 

 私の年代にちょうどはまる小ネタが出てきた

りするので、変に感情移入せずに気軽に見てい

られるのですが、何といっても自分の知ってい

る場所がどうやって映されているかにとても興

味があります。 

 昨年の赤いはっぴを着てごみ拾いをした 10

月の川越まつり、そして 11月 9日のアースデイ

の日に行われた鐘つき通りの川越まつりの再現

は、その場にほぼ居合わせていた状況でしたの

で、まったく異なる日に撮影されていたものが、

うまくつなぎ合わされていることにとても感心

しました。さらに、鐘つき通りを夜に撮影する

と、セットに見えるぐらい整った景観ですから、

川越に来たことのない人には、どこまでが本当

のまつりなのか、また、ロケなのかセットなの

か、区別がつかなかったのではないかと思いま

す。 

 それから、地理的には誤解しそうですが、ま

ちなかだけでなく、周辺部の川が出てくること

も、川越の異なる面をきちんと紹介している感

じでよい思います。川越の景観というと、どう

しても蔵造りの町並み周辺がクローズアップさ

れてしまいますが、川や雑木林、田畑の自然景

観もすばらしいものがあります。 

 川越市地球温暖化対策地域推進計画が策定さ

れ、省資源・省エネルギー・リサイクルなどが

環境の主要なテーマとしてクローズアップされ

ていますが、身の回りのまちや自然の景観をよ

くすることは、望ましい環境像の実現には欠か

せません。「川越グリーンマップ」作成のための

ワークショップからちょうど 5年が経過します。

多くの人の手で、川越の環境を市内全域にわた

って見つめ直し、後世に誇れる景観をつくるき

っかけを作りとしたいところです。 （こせ） 

◆水と緑に恵まれた川越では、新河岸川は大き

なウェイトを占めています。ところが、城下橋

から下流の新河岸川の景観は、市民にとって必

ずしも好ましくないものでした。この実態を本

市６～７頁に掲載した「新河岸川広域景観プロ

ジェクト」のオープニングフォーラムで展示し

ました。なお、この企画を進めてきた県土づく

り企画室の高沢室長がこの４月に川越県土づく

り事務所長に異動されました。この機会に高沢

新所長に川越市民のために活躍していただきた

いと切に願うものです。 

川越が舞台の朝ドラの「つばさ」も放映され、

６月４日には「全国おかみさんサミット」が川

越で開かれます。年２回の全市あげてのゴミゼ

ロデーも他市にはない新しい工夫を取り入れた

いものです。「さすがは川越」と言われる様な、

おらがまちの良さを全国に発信しましょう。 

なお、今月号は編集スタッフのパソコン不調

でデータが消えたり、メールできなかったりで

遅れてしまい、申し訳ありませんでした。(KT) 
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ｗ 
イベントカレンダー（4月 8日~5月 30日） 

日 月 火 水 木 金 土 
★：会員内外を対象にした公開イベント 
●：会員全員が対象の総会・部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他 
詳細は個別の記事を参照ください。 

4/8 
●15:00社会
環境部会 

9 
 

10 
●15:00自然
環境部会 

11 
◎9:30おいし
く・楽しく農

業体験 

4/12 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐沼バ
ードウォッチング 
 

13 
◎10:30武蔵
丘陵森林公園

自然観察会 
◆13:30広報
委員会 
◆15:00理事会 

14 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地樹木調査 

15 
 

16 
◎13:30まち
美化啓発運動 
 

17 
○本誌5月号原
稿事務局必着 

18 
 

4/19 
 

20 
 

21 
 

22 
 

23 
 

24 
 

25 
◎13:30まち
美化啓発運動 
 

4/26 
◎9:00菅間堰
アユ遡上大作

戦「標識アユ

放流作業」 

27 
◆13:00理事会 

28 
 

29 
昭和の日 
◎10:45苗木
配布事業 

30 
 

5/1 
 

2 
 

5/3 
憲法記念日 

4 
みどりの日 

5 
こどもの日 

6 
振替休日 

7 
 

8 
◎10:30武蔵
丘陵森林公園

自然観察会 
●15:00自然
環境部会 

9 
◎9:30おいし
く・楽しく農

業体験 

5/10 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐沼バ
ードウォッチング 

11 
 

12 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地樹木調査 

13 
●15:00社会
環境部会 

14 
◎13:30まち
美化啓発運動 
 

15 
 

16 
 

5/17 
 

18 
 

19 
 

20 
 

21 
 

22 
 

23 
●10:00総会 
●12:00懇親
会 

5/24 25 26 27 28 29 30 
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